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ハロアルカンに対するシアニドイオンによる求核置換反応（5 → 1）やアルデヒドへの付加反応（6 → 1）など
によって，シアノ基自体を直接炭素骨格に導入可能なことで，これによって合成手法における自由度が格段に高
められる．われわれの研究室では，(1) シアノ基がカルボニル基に容易に付加反応を起こすこと，そして (2) α














すれば場合，付加体 10 において Brook転位が起こり，キラルカルバニオン 11 が発生する可能性がある．この時，
脱離基が二重結合上にある場合，脱離後の成績体がアレン１２となるので，そのキラリティが軸不斉として保持







種 々 条 件 を 検 討 し た 結 果 ， toluene-CHCl3-H2O 















共役アルデヒドの O-シリルシアノヒドリン誘導体 16a-d を THF中，iPr3SiClの存在下 NaN(SiMe3)2 (NaHMDS) で 
–80℃, 10分間処理し水でクエンチしたところ，N-シリルケテンイミン 17a-d が空気酸化されて生成したと考え
られるα-ケトアミド誘導体 18a-d が好収率で得られた．シリル化がおこらず N-シリルケテンイミンが生成して





水・加水などの条件下での反応を行った結果，以下のような三重項酸素による 1,2-dioxetanimine 19 もしくは
1,2-dioxane 20 を経る反応機構を提出するに至った. 
 
